（土木施工管理のサンプル)
職 務 経 歴 書
20xx年xx月xx日現在
氏名　○○ ○○

■職務要約
大学卒業後、株式会社〇〇〇で土木施工管理として15年間、一貫して官公庁（国土交通省・大阪府など）発注の公共工事に従事してまいりました。監理技術者としても、〇〇国道トンネル補修工事、〇〇橋梁下部工工事、〇〇河川護岸工事など、多様な現場を担当しております。とくに〇〇国道トンネル補修工事（請負金額200億円規模）では、新工法の導入を提案することで工期を20日短縮し、品質に関しても大阪府知事より優良工事表彰を受賞いたしました。これまでに経験した発注者との折衝経験およびICT施工の知見を活かし、貴社で生産性向上と品質確保に貢献する所存です。

■職務経歴
	20xx年xx月～現在　　株式会社○○○○○

	事業内容：土木現場の総合管理
資本金：xxx万円（20xx年xx月）　売上高：xxx千万円（20xx年xx月）
従業員数：xxx人　上場：非上場
	正社員
として勤務

	20xx年
xx月
～
現在
	〇〇国道トンネル補修工事

	
	【工事規模・受注金額】
・〇〇m
・〇〇億円
【役割】
・現場代理人
【業務内容】
・土木工事 施工管理
【主な取り組み】
・新工法の導入を提案することで工期を20日短縮
・品質面を評価され、大阪府知事より優良工事表彰を受賞

	20xx年
xx月
～
現在
	〇〇橋梁下部工工事

	
	【工事規模・受注金額】
・〇〇m
・〇〇億円
【役割】
・現場代理人
【業務内容】
・土木工事 施工管理
【主な取り組み】
・チームメンバーのマネジメントを行うとともに、作業マニュアルを随時更新し、定期点検や恒例点検作業の効率改善に貢献しています。

	20xx年
xx月
～
現在
	〇〇河川護岸工事

	
	【工事規模・受注金額】
・〇〇m
・〇〇億円
【役割】
・現場代理人補佐
【業務内容】
・安全管理および工程管理
【主な取り組み】
・図面の更新や緊急マニュアルを作成。作成したマニュアルに基づいて、自ら実施日時の調整や施主様との打ち合わせ、関係各所への事前通知連絡を行いました。



■活かせる経験・知識・技術
・〇〇大学△△△学部で土木工学を専攻
・官公庁（国土交通省・大阪府など）発注の公共工事の施工管理経験
・トンネル補修工事および橋梁下部工工事などの土木工事での施工管理経験

■PCスキル
	Word
	書式設定、表の挿入、社内打ち合わせ用の資料作成が可能なレベル

	Excel
	IF関数、ピボットテーブルの使用が可能なレベル

	PowerPoint
	レイアウト図の作成、新規資料作成が可能なレベル

	CAD
	設計図面を作成・編集が可能なレベル

	PDF
	閲覧や印刷および軽度の編集が可能なレベル



■資格
	普通自動車免許 取得
	20xx年xx月取得

	2級土木施工管理技士
	20xx年xx月取得

	2級建設機械施工管理技士
	20xx年xx月取得

	監理技術者証
	20xx年xx月取得

	1級土木施工管理技士
	20xx年xx月取得

	コンクリート診断士
	20xx年xx月取得



■自己PR
＜計画的な安全管理と生産性向上の両立＞
私の強みは、計画的な安全管理と生産性向上の両立です。大学卒業後、15年間、主に公共事業であるトンネル補修工事や河川護岸工事に従事してまいりました。大型重機が多数稼働する現場においては、KY活動の形骸化を防ぐため、各現場での作業内容に即したリスクの洗い出しと対策の議論を徹底しました。またICT施工を積極的に導入し、3次元設計データを活用することにより、丁張設置作業を80%削減し、工期を10%短縮できました。その結果、直近5年間は無事故・無災害を達成し、発注者からも高い評価を頂戴しました。貴社の社会貢献性の高い大規模インフラプロジェクトでも、安全と効率を追求する姿勢で貢献できると考えております。

＜複数のリスクを想定して、事前に対策を講じる計画力＞
私の強みは、複数のリスクを想定して、事前に対策を講じる計画力です。現職では、着工前に必ず過去の類似案件のトラブル事例を洗い出し、自身の担当現場で起こりうるリスクをリストアップしております。たとえば〇〇国道トンネル補修工事では、特定の専門工事業者の人手不足が予測されたため、3ヶ月前から複数の協力会社と交渉し、応援体制を確保しました。繁忙期には人員不足が発生しましたが、応援体制を準備していたことで、遅延なく工程を進めることができました。なおこれまで担当した現場では、工期遅延が一度もありません。貴社の大規模プロジェクトにおいても、円滑な現場運営の実現に貢献できると考えております。

以上
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